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取扱説明書 

お買し)上げいただをまして、ありがとラござし)ました。 

ご使用の前に、この取扱説明書をお読みのラえ、説明の通り正しくお使いください。 

また、取扱説明書は大切に保管して、必要になったときに繰り返してお読みください。 

本機は日本国内専用モデルですので、列国で使用することはでをません。 

お客様のままのため、必ず『を全上のご注意』をお読みのラえご使用ください。 

株す会なブンウ I ツド 
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まを上のごを意 


A このぺージは、感電や乂災からあなたを守る 
ム^ため、ご使用前には必ずお読みください。 


製品をを全にご使巧いただくため、 r ま全上のごを意」をご使用の前によくお読みください。 
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この取扱説明書では、製品を安全に正し<お使い頂さ、あなたや他の人々へのち害や財産への損害を 
未然に防止する為に、いろいろな絵表示をしていまず。その表示と意ほは次のよラになっていまず。 
内容を良く理解してか!5、本文をお読みください。 


A 警告 
A ミち意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び死 t または重傷を負 
ラ可能性び想定される内客を示していまず。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び傷害を負ラ可能性び 
想定される巧客、および物的損害のみの発生が想定される内容を示してい 
まず。 


給表示の例 


A 

€ 


么記号は、注意（警告を含む）を促ず内容があることを告げるものでず。 
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれていまず。 


( S ) 記号は、禁止の行為であることを告げるちのでず。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分辭禁止）が描かれていまず。 

參記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指を内容（左図の場合は電源プラグをコンセントか5抜け）が 
描かれています。 


お客様または第兰者が、この製品の誤使用-故障-その他の不具合およびこの製品の使巧によって受け6れた損 
害につさましては、法令上の賠償責任が認め5れる場合を除さ、当社は一切その責任を負いませんのであらかじ 
めご了承ください。 

この製品の故障-誤動作-不具合などによって発生した;欠に掲げる損害などの付随的損害の補償につ走ましては、 
当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了を<ださい。 

• お客様または第王者がディスクなどへ記録された内容の損害 
• 録音-再生などお客様または第王者が製品利巧の機会を逸したことによる損害 


この r 安全上のご注意」には、当社のオーディオ機器全般についての内容を記載しています。 
(説明項目の中には、本文での説明と重複する内容もありまず） 
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A 薑告 


〇 交流100ボルトの 
電圧でほ用する 


&電源コードを傷つけない 


この機器は、交流100ボルト専用です。 
指定の電源電圧し i (外で使用すると、 火災. 
感電の原因となります。 


/〇舶舶などの直流 （DC) 
電源には接続しない 

火災の原因となります。 


^\)通風孔をふさびない 

•あおむけや横倒し、逆さまにして使用 
しない。 

•巧を掛けたり、じゅラたん、布団の上 
に置いて使用しない。 

* 風通しの悪い狭い尸斤で使用しない。 
通風孔がふさがると、内部に熱がこも 



風呂、シャワーまでは 
V0； ほ用しない 

風呂、シャワー室など湿度の高いところ 
や、水はねのある場巧では使用しない。 
火災-感電の原因となります。 


ぶ^化をかけたりめ6し 
W たりしなぃ 

火災-感電の原因となります。 

雨天、降雪中、巧岸、水辺での使用は特 
にご注意ください。 


電源コードを傷つけたり、加工したり、 
無理に曲げたり、ねじったり、引っ張っ 
たり、加熱したり、ステープルや封など 
で固定したりしない。 

電源コードの上に重いちのをのせたり、 
コードを本機の下敷をにしたりしない。 
コードを敷物などで覆ってしま5と、気 
づかずに重いものをのせてしまラことび 
あります。コードび傷つを、火災•感電 
の原因となります。 



電源コードび傷ついたら（な線の露出、 
断線など）販売店または当社サービス窓 
□に交換をご依頼ください。 

そのまま使用すると乂巧-感電の原因と 
なります。 


^異常び起をた場合は 
QP 電源プラグを巧く 

内部に水や異物び入ったり、煙び出たり、 
をな臭いや音びしたりした場合は、すぐ 
に電源スイッチを切り、電源プラグをコ 
ンセントから抜く。そのまま使用すると、 
火災-感電の原因となります。 

煙や、異臭、異音び消えたのを確かめて 
から修理をご依頼 < ださい。 
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A 薑告 


めれた手で電源プラ 
胃グを巧を是ししない 

感電の原因となります。 

雷び鳴り始めた 6 ア 
ンテナ線や電源プラ 
グには触れない 

感電の原因となります。 

A 電源プラグを定期的に 
け漏する 

電源プラグにほこりなどび付着している 
と、湿気等により絶縁び悪くなり、火災- 
感電の原因となります。 

電源プラグをコンセントから抜いて、乾 
いた巧で取り除いて\\// 

くださぃ。 為苗 

落下した機おは電源プ 
あラグを巧く 

機器を落としたり、カバーやケースびこ 
われたりした場合は、電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから巧いて、 
点検、修理をご依頼 < ださい。 

そのまま使用すると乂巧-感電の原因と 
なります。 

バで \ 機おの上にろラそ<や 
V^y ランプなど义のついた 
物を置かない 

本機のカノ く一やノ f ネルにはプラスチック 
び使われており、燃え移ると 、、// 
火災の原因となります。 こ^二 

卢 きれいにしましょう 


機器の上に巧びんや 
^コップなど化の入った 
容器を置かない 

水びこぼれて中に入ると、火災•感電の 
原因となります。 

心 妙^ 

〇〇〇 Q 〇〇〇 

ベ、機おの内部に化や 
異物を入れない 

機器の通風孔、開□部から内部に金属類 
や燃えやすいちのなどを差し込んだり、 
落とし込んだりしない。 

火が-感電の原因となります。 

A ビニール袋は子供の手 
の届かないところにか 
たづける 

かぶって遊んだりしないよラご注意<だ 
さい。窒息の原因となります。 

J 

機器のケースを開けた 

0 改造した 0 しない 

内部には電圧の高い部分びあり、乂巧- 
感電の原因となります。 

点検、修理は販売店または当社ヴービ 
ス窓□にご依頼ください。 

V 
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A ミち意 


/TN 電源コードを熱器具に 
^近づけない 

電源コードを熱器具（ス 1 ブ、アイロ 
ンなど）に近づけない。 

コードの被覆び溶けて、 

火災•感電の原因となる/ 
ことがあります。 

A 電源プラグはコンセントに 
V 麻で瞧梯し込む 

差し込みび不完全ですと発熱したりほこり 
び付着したりして、义災の原因となることび 
あります。また、電源プラグの巧に触れると、 
感電の原因となることびあります。電源プ 
ラグを根元まで差し込んでちゆるみびある 
コンセントの場合には、販売店や電気工事 
店にコンセントの交換を依頼してください。 

不ま定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた所など、不安 
定な場所に置かない。 

落ちたり、倒れたり 
して、けびの原因と 
なることびあります。に^ 

A 長期巧ほ用しないとを 
^は電源プラグを巧く 

旅行などで長期間使用しないとをは、必 
ず電源プラグをコンセントから抜く。 
火災の原因となることびあ 0 ます。 

/0\ 湿気やほこ 0 のをい 
場所に置かない 

ミ由煙や湯気の当たる調理台や加湿器のそ 
ば、湿気やほこりのをい場所に置かない。 
火災. 感電の原因となることびあります。 

A 移動させるとまは電源 
^プラグを巧をスピー 
力ー コー ドをはずす 

移動させるとさは、電源スイッチを切り、 
電源プラグをコンセントから抜を、ス 
ピーカーコードを 外す。 

コードび傷つを、火が-感電の原因とな 
ることびあります。 

また、落下や転倒により、故障やけびの 
原因となることびあります。 

/C\ 温度の高い場巧に 
置かなぃ 

窓を閉めさつた自動車の中や直射日光び 
あたる場所など、異常に温度び高<なる 
場所に放置しない。 

本体や部品に悪い影響を与え、乂巧の原 
因となることびあります。 

ベ、電源プラグを巧<とを 
は電源コードを引っ張 

6 ない 

コードび傷つを、火災.感電の原因とな 
ることびあります 。/I 
必ずプラグを持っ 
て抜いてください。 

J 

A お手入れの隐は電源 
當プラグを巧く 

お手入れの際は電源プラグをコンセントか 

5 抜く。感電の原因となることびありまず。 
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A ミち意 


/ C \ 機おの上に重いちのや 
W か砕か 6 はみ出るよラ 
な大をな物を置かない 

バランスがくずれて倒れたり、落下したり 
して、けがの原因となることがあります。 

A 機器の巧続は取巧説明 
V 書に従ぅ 

関連機器を接続する場合は、各々の機器 
の取扱説明書をよ<読み、電源を切り、 
説明に従って接続する。また、接続は指 
定のコードを使用する。 

あやまった接続、指定し i (がのコードの使 
用、コードの延長をすると発熱し、やけ 
どの原因となることびあ0ます。 

fX ) 機器に柔 6 ない 

機器に乗ったり、ぶら下びったりしない。 
特にお子様にはごま意ください。 

倒れたり、こわれたりして、けびの原因 
となることびあります。 

スピーカー コー ドを 配 
が線する位圍こま意する 

引っかかったりつまずいたりして、落下 
や転倒により、故障やけびの原因となる 
ことびあります。特にスピーカースタン 
ドや高いところに設置するとをはま意し 
て < ださい。 

/ C \ はじめか 6 音量を上げ 
すぎなぃ 

突然大さな音び出て、聴力障害などの原因 
となることびあります。特にヘッドホンを 
ご使用になるときはま意してください。 

/ C \ 耳を刺激するよ 5 な大 
をな音で長時間続けて 
聞かない 

聴力に悪い影響を与えることびありま 
す。特にヘッドホンをご使用になるとを 
はま意してください。 

A スピーカーを壁、 天井 
V に醒する場合は落下 
しないよラに固定する 

取扱説明書をよ<読み、説明に従って設 
置する。 

取り付け強度に不足びあると、スピー 
カーび落下しけびの原因となることびあ 
ります。 

ベ、長時間音び更んだが態 
^で巧わない 

スピーカーび発熱し、乂巧の原因となる 
ことびあ0ます。 

A 定期的に内部の点巧、 
/!\清掃をする 

3年に1度程度を目安に、機器内部の点 
検、清掃をお勧めします。販売店、また 
は最畜りのケンウッドサービス窓□に費 
用を含めご相談ください。 

内部にほこりのたまったまま長い間掃除 
をしないと、火災や故障の原因となるこ 
とびあ0ます。 

ノ 

サランネットやダクト 
に手をかけて持ち運ば 
ない 

落下や転倒により、故障やけびの原因と 
いょること勵ます。 












はじめに 


付属品 


次の付属品がそろっていることを確認してください。 



スピーカーコード サラウンド* センタースピーカー用クッシヨン 

サラウンド用（青ライン： 10 m ) …2本 …12個 

センター用（赤ライン： 3 m ) …1本 
サブウーファー用（赤ライン： 4.已 m ) …1本 



目巧 

A このマークのついた項目は、まを確保のため 


に必ずお読みくださし、。 

么まを上のごま意 . 2 

はじめに . 7 

付属品 . 7 

設置のしかた . 8 

^インアンプの設置 . 8 

スピーカーの設置 . 9 

テレビの近くで使用するには . 9 

付属のクッシヨンについて . 9 

スピーカーを床または棚に置いて使う . 9 

スピーカーを壁に掛けて使ラ . 10 

スピーカーをスタンドに取り付けて使う . 10 

各部のなまえと働き . 11 

接続のしかた . 1吕 

スピーカーの 設定をする . 14 

システムの選択をする . 14 

音量バランスの設定をする . 1巳 

スピーカー距離の設定をする . 1已 

サラウンド再生 . 1日 

サラウンドモードの種類 . 16 

U ッスンモードを選択する . 16 

サラウンドインジケーター . 17 

故障かな？と思った日 . 18 

定格 . 18 

保証とァフターサービス（よくお読みください）1目 
ケンウッドを国サービス網 . 20 


ステレオ音のエチケッ 


楽しい音楽ち、時と場所によっては気になる 
ちのです。隣り近所への配慮を十分いたしま 
しよラ。ステレオの音量は、あなたの/なびけ 
次第で大きくちルさくちなります。特に静か 
な夜間には、ルさな音でわ通りやすいもので 
す。 

夜間の音楽鑑賞には、特に気を配りましよラ。窓を閉めたり、 
へッ ドホンをご利巧になるのち一つの方まです。お互いに 
むを配り、快い生活環境を守りましよラ。 


本機の保管とお手入れ 


■次のよラな場所に置かない 
• 直射曰光の当たる場所。 

♦湿気やほこりの多い場所。 

♦ 暖房器具の熱が直接当たる場所。 

■ミちれた!5 

前面パネル、ケースなどが巧れたとさは、柔5かい巧 
でからぶさします。シンナー、ベンジン、アルコー J レ、 
接点復活剤などは変色、変形の原因になることがあり 
ますので、ご使用にな6ないでください。 
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設置のしかた 

メインアンプの設置 



LS-AXD7 (AX-D7 システム） 
左側 スピーカー 


C-AXD7 
(AX-D7 システム） 


M-AXD7 
(AX-D7 システム） 


M-AX700 



LS-AXD7 (AX-D7 システム） 
ち側 スピーカー 


ミち意 


機器を設置するとさは、下記のことをお守りくださ 
い。放熱が十分でないと、内部に熱がこちり、故障 
や火災の原因となることがありまず。 

♦ C-AXD7 と積みかさねるときは、 C-AXD7 をシ 
ステムの一番上に置いてください。 

♦ C-AXD7 の上面に、放熱の巧げになるものを置 
かないでください。また、 C-AXD7 の备面から、 
下記に示すスペースを空けてください。 

上面：已 0cm む上背面：1 0 cm 段上 

♦ M-AXD7、M-AX 700の备面か5、下記に示す 
スペースを空けてください。 

背面：1 0cm む上 

♦ 本機は冷がのためにファンを使用していまず。 
ベッド、ソファー、じゆラたんなどの上に機器を 
設置するとほこりを吸い込み火災-故障の原因に 
なることがありまず。 


機器は電源コンセントに容易に手が届<位置に設置 
し、異常が起きた場合ずぐに電源プラグをコンセント 
か6抜いてください。 

また、電源スイッチを切っただけでは機器は電源か 
5完全に遮断されません。 

完全に遮断するには、電源プラグを抜いてください。 
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スピーカーの 設置 

AX - D 7 システムに、この 3.1 ch スピーカーシス 
テムを接続ずると、曰. Ich サラウンド再生が楽し 
めまず。总下のよラに設置してください。 



L 

左フロントスピーカー 

FSL 

左フ□ントサラウンドスピーカー 

C 

センタースピーカー 

R 

ちフ□ントスピーカー 

FSR 

ちフ□ントサラウンドスピーカー 

SR 

ちサラウンドスピーカー 

SL 

左サラウンドスピーカー 

SW 

サブウーファー 


♦ちちのスピーカーを、テレビをはさんで左 
ち巧称に置をまず。お聴をになる巧置に向 
けて傾けていただくと効果的でず。 
•センタースピーカーを、左ちのスピーカー 
の中央に置をまず。スピーカー部とお聴き 
になるイ立置が向かい合5よラにしてくださ 
し、。 


♦サラウンドスピーカーを、お聴きになる位 
置の真横か少し後ろの、できるだけ高い位 
置に置をまず。お聴きになる位置に向けて 
傾けていただくと効果的でず。 


♦テレビの主電源を ON にしてみて、色む5び 
あるよラでした5テレビの主電源を1日〜 
30分む上 OFF にしてください。テレビのま 
電源を ON にし、もしそれでも色む日が発生 
ずる場合、 スピーカーを テレビか5離して 
設置してください。 

-近くに磁石など磁気を発生するちのび置かれている場 
合には、スピーカーとの相互作用により、テレビに色 
む5び発をする場合びありますので、設置にごを意く 
ださい。 

-テレビからの電磁波の誘導作用により、ステレオの電 
源スイッチび OFF のとさでち、スピーカーから音び 
聞こえることがあります。その場合を、テレビとスピー 
カーを離して設置して<ださい。 

付属のクッシヨンについて 

(サラウンドおよびセンタースピーカー） 

♦図のよラに、付属のクッションをスピーカー 
に貼り付けてください。滑り防止とスピー 
カーの振動を設置面に位えにくくずる効果 
びあ0まず。 

サラウンドスピーカー センタースピーカー 




スピーカーを 巧または棚に置い 
てほ5 


テレビの巧<で使用するには 

(フ□ントおよびセンタースピーカー） 

このスピーカーシステムをテレビの近くで使用ず 
ると、設置のしかたによっては、色む5が発生す 
る場合がありまず。テレビの自己消磁機能を働か 
せることにより、色む5をお減させることがでを 
まずので、次の方法で設置してください。 


♦巧や棚、またはその他の平6なところに置 
いてください。固定されませんので、倒し 
たりしないよラにミち意してください。 


ja 9 



































設置のしかた 


スピーカーを 壁に掛けて使ラ 

(サラウンドおよびセンタースピーカー） 

スピーカーには、 壁掛け用の穴がありまず。ヴラ 
ウンドスピーカーは縦に、センタースピーカーは 
横に掛けることができまず。縦掛けの場合は、上 
部の巧を使い、ねじ1本のみで固定しまず。横掛 
けの場合は、正しい距離をあけて、ねじ2本を使 
い固定しまず。 


ご注意： 

壁に取0付ける場合、巧の事項を確認してか5取り付 
けて < ださい。 

-取り付ける壁等は、このスピーカーの重さ（日.7 
kg ) に耐え5れる材質、構造の壁に取り付けて< 
ださい。 

-壁掛け巧ねじは付属していません。取り付ける壁 
等の材質、構造によ0、取り付け強度び十分にと 
れる長さの市販のねじを使用してください。 

-取り付ける壁等び、このスピーカーの重さに耐え 
られるかわからない場合や、不明な点びおる場合 
は、必ず専門の取り付け業者、施工業者にご相談 
<ださい。 

取り付け、取り扱いに関しては、この説明書に従ってく 
ださい。取0付け不備、取0付け強度不足による落下等 
による、事故、損害に巧しては当巧はいっさい責任を負 
いませんので、あ5かじめご了承<ださい。 


縦に掛ける場合 

〇お好みの場所にねじを取り付けまず。この 
とさねじの頭と壁の間は S 〜10 mm 空け 
てぐださい。 


8-10 mm 



©スピーカー上部の巧を、ねじに差し込みま 
ず。きちんと固定されているか確認してく 
ださい。 



横に掛ける場合 

〇お好みの場所に2本のねじを取り付けまず。 
ねじの間は1已 0 mm 空け、高さが水平にな 
るようにしてください。このときねじの頭 
と壁の間は8〜10 mm 空けてください。 




©スピーカー背面の2つの壁掛け巧の巧を、ね 
じに差し込みまず。きちんと固定されてい 
るか確認してください。 



スピーカーを スタンドに取り付 

けてほラ (サラウジドスピーカー） 

別売りのケンウッド製スタンド SR -8000 に取り 
付けて使ラことが出来ます。さ5に、サラウンド 
スピーカーは、市販のスピーカースタンド（背面 
をピッチ日日 mm 、 M 己ねじ（有効ねじ長 10 mm 
〜 13 mm ) で止めることができるもの）を使用 
ずることができます。詳しくはスピーカースタン 
ドの取扱説明書をご覧ください。 



M 已ねじ 
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る部のなまえと働を 


KEN^/OOD MULTI CHANNEL POWER AMPLIFIER 

Oi 

む 


dCH 2CH - BTL DRIVE - 2CH aCH 己 HANNEL INDICATOR 










CHANNEL SELECTOR 


1 

1 





1 







〇 〇 〇 〇 


〇電源ボタン 


チヤンネル セレクター 

©CHANNEL SELECTOR ボタン 


電源のオン/スタンバイを切り換えます。 

〇 standby 表示ランプ 

スタンバイ時に点打します。 


アンプを4チャンネル（吕己 WX4) と2チャンネル 
(50WX2) に切り換えます。 

-付属のシステムコント □- ルコードで C-AXD7 ま 
たは M-AXD7 と接続すると、選択した U ッスンモー 
ドによって自動的にチャンネルび切り換わります。 

- "SPEAKER M 日□巨"の設定で"巳. 1CH SYSTEM" 
選択時に Dolby Di 邑 ital や DTS 信号び入力されて 
いるとさは、このキーは働さません。 


〇表示部 

動作チヤンネルをランプで表示します。 


スタンバイ状態について 


本機のスタンバイ表示ランプび点巧中は、メモリー保護 
のため、微弱な通電が行われていまず。これをスタンパ‘ 
イ状態といいまず。 
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接続のしかた 


すべての接続コードは確実に差し込んでください。差し込みが不完全な場合は、音が出なくなったり、 
雑音が発生ずることがありまず。 


接続上のごま意 
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M-AX700 


. オーディオコード（付属品） 


左側サラウンド 

スピーカー サブウーファー 


C-AXD7 (AX-D7 システム) 



M-AXD7 (AX-D7 システム) 


電源コード 

AC100V、 己 0/60HZ 
の電源つンセントへ 



LS-AXD7 (AX-D7 システム) 
定側スピーカー 




ご 

白® 

晒 


rSi 



昌言昌呂冒 
昌—己 
昌冒昌冒岂 
言宣言冒己 
昌宣言冒己 




己言言冒〇宣 

■冒言冒一一 

冒言言言己 

JO 冒言冒言 

S 言！！置 


安 Z? 
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スピーカーの 設定をする 


ヴラウンド効果をより高めるにはスピーカーの距 
離や、音量を正しく合わせてお<必要があります。 
スピーカーの設定をずると、各スピーカーの音量 
を合わせたり、音の遅延時間を調整ずることに 
よって、スピーカーの距離の違いを、補正ずるこ 
とがでをまず。 


システムの選択では "5.1 CH SYSTEM " を選ん 
で < ださい。 

KSW -70 日を接続し、才ートルームイコライザー 
機能を使うこともできまず。オートルームイコラ 
イザーについては、 AX - D 7 の取扱説明書32ぺ一 
ジをご覧 < ださい。 


システムの選択をする 


MULTI CONTORL<l >AV 
ENTER 


SP SETUP 


OAX - D 7 のリモコンの [SP SETUP ] ボタン 
を巧し、 MULTI CONTROL [づ />] ボタン 
で" SPEAKER MODE " を選ぶ。 

巧ずごとに次のよラに切り換わります。 

總福 RM 甜 E 

SP LEVEL 

w - 力- ディスタンス 

SP DISTANCE 

© [ENTE 刊ボタンを押して確定ずる。 

-サラウンドシステム選択のモードになります。 

〇 MULTI CONTROL [ A / v ] ボタンで 
"FRONT SYSTEM " または"日 .ICH 
SYS 下 EM " を選ぶ。 

FRONT SYSTEM : 

フ□ントサラウンドシステムで楽しむ場合に選択しま 
す。 （AX-q7 システムオ U ジナル） 

已 .1CH SYSTEM : 

KSW- 700を使用した已 . 1チヤンネルで楽しむ場合に 
選択します。 

©[ ENTER ] ボタンを押して確定ずる。 

- "SPEAKER MODE" 表を巧点麵卜し孝す。 

-操作を終了するときはに P SETUP] ボタンを押しま 
す。 
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MULTI CONTORL<l > AV 
ENTER 



SP SETUP 


OAX - D 7 のリモコンの [SP SETUP ] ボタン 

マルチ コントロール 

を押し、 MULTI CONTROL [</ E >] ボタン 

スピーカー レベル 

で" SP LEVEL " を選ぶ。 

巧ずごとに;夕のよラに切り換わります。 

スビーカー モード 

SPEAKER MODE 
SP LEVEL 

w - 力- ディスタンス 

SP DISTANCE 


MULTI CONTORL< >AV 
ENTER 



SP SETUP 


スビーカーセットアップ 

OAX - D 7 のリモコンの [SP SETUP ] ボタン 

マルチ コントロール 

を巧し、 MULTI CONTROL [</>] ボタン 

スピーカー デイスタンス 

で" SP D 旧 TANCE " を選ぶ。 

巧ずごとに次のよラに切り換わります。 

スビーカー モード 

SPEAKER MODE 
SP LEVEL 

スピ-力- ディスタンス 

SP DISTANCE 


©[ ENTER ] ボタンを巧して確定ずる。 

-テスト音び出て、自動的にスピーカーび切り換わりま 
ず。 

フ□ントサラウンドシステムのとを 
r»- L 今 FSL 今 R 今 FSR 今 SW ^ 


曰.1チヤンネルシステムのとを 

L 今 FSL 今 C 今 R 今 FSR 今 SR^ SL 今 SW っ 


〇 MULTI C 0 NTR 0 L [ A / V ] ボタンを押して 
音量を調節ずる。 

-+ lOdB から一 lOd 巨の範囲で調整でさます。 

-全ての スピーカーからの 音量び同じに聞こえるよラに 
調節します。ヴブウーファーは、お好みに合わせて調 
節してください。 

©[ ENTER ] ボタンを巧して確定ずる。 

- "SPE 冉 KER LEVEL。 琴商斬!郵し穿す。 

-操作を終了するとさはに P SETUP] ボタンを巧しま 
す。 


© [ENTE 刊ボタンを押して確定ずる。 

-スピーカー" L" の設定モードになります。 

〇 MULTI CONTROL [ A / v ] ボタンを押して 
リスニングポジション（試聴位置）とスピー 
カー" L " の距離を設定ずる。 

• 0.3 m から目. Om の範囲で調整でさます。 

〇 MULTI CONTROL ド/ >] ボタンを押して 
次の スピーカーの 設定をしまず。 


フ□ントサラウンドシステムのとさ 


己.1チヤンネルシステムのとを 

C R つ 
SL-<-^ SR ~~I 


-各スピーカーに対して手順〇〜©の操作で設定しま 
す。 

©[ ENTER ] ボタンを押して確定ずる。 

- "SPEAKER DISTAN 巧"。表をな弱 i します。 

-操作を終了するときはに P SETUP] ボタンを押しま 
す。 


音量パランスの設定をする 


スピーカー距離の設定をする 


口 

口 

口 

口 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

0 

〇 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

0 

0 

0 


口 

口 

口 

口 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

0 

0 

〇 

〇 
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サラウンド再生 


MULTI 

CONTROL A 


SET 


-LISTEN MODE 
■ENTER 


0 ソースを 再生ず る 
©"LISTEN MODE" を選ぶ 


I 本体のとき：- 

① C-AXD7 の [SOUND SELECTOR] 7ft' 

マルチ コント ロー ル 

タンを押.レ、 [MULTI CONTROL] で 
"SURROUND" を選び、 [SET] ボタンを 
押ず。 

次のように切り換わりまず。 

SURROUND 

D-BASS 

TONE 

マルチ コント ロー ル リツスン 

③ [MULTI CONTROL] で" USTEN 
MODE" を選び、 [SET] ボタンを押ず。 

次のよラに切り換わりまず。 

V . F . S . 

CLEAR VOICE 
LISTEN MODE 


-リモコンのとを：- 

HJSTEN MODE] ボタンを f 甲ず。 



SOUND SELECTOR 
MULTI 

C - AXD 7 ( AX - D 7 システム） CONTROL 



AX-D7 システムのリッスンモードを使って、い 
ろいろな種類の映像ソフトで、臨場感をお楽しみ 
いただけまず。サラウンド再生を最高の状態でお 
使いいただくため、ご使巧前にスピーカーの設定 
を行ってください。 （14 ページ参照） 

サラウンドモードの種類 

Dolby Digital 

ドルビーデジタルサラウンドモードでは、ドルビーデジタル 

プ□グラム ソース （ マー クの付いた DVD や レー 
ヴーディスクソフ 卜など)からの巳.1チヤンネルのデジタル 
入力を、デジタルサラウンドサウンドでお楽しみいただけま 
す。令までのドルビーサラウンドと比べて、ドルビーデジタ 
ルモードは、音質、空間的な広びり、そしてダイナミック レ 
ンジの面で、はるかに優れた効果を演出します。 


ドルビー プロ ロジック 

Dolby Pro Logic II 

Dolby Pro Lo 旨 ic II は、従来の Pro L □吕 ic との互換性を持 
ちなびら、より高いサラウンド効果を生み出します。このヴ 
ラウンドシステムは、特に空間的な広びりや指向性、音の日月 
睛ホに重なをおいて詰計ホれています (□ D IddlbysubbouwdI 
マークのあるビデオやレーヴーディスクソフト等)。すぐれた 
フィードバック n ジック設計を内蔵し、サラウンドやステレ 
才のマト U ックスデコーディング、全帯域サラウンド出力び 
特長です。 

本機にプログラムされている pro Logic II モードは、 M 肌 ie 、 
Music 、 Game、Pro L □呂 i 巳の 4 種類です。特に Game モー 
ドでは、 フ n ントとセンターからの低音のみならずサラウン 
ドチヤンネルからの低音ちサブウーファーに加えられ、よ0 
ダイナミックなサラウンド効果び得られます。 


DTS 

DTS はドルビーデジタルを上回るデータ量を持ち、より高 
音質のサラウンド再生びでさます。胃マークの付いた 
DVD を再生することがでさます。信号のチャンネル数は、ド 
ルビーデジタルと同じ巳.1チャンネルですびデジタル録音 
時の音吉圧縮率を低くしたフ オーマッ トであるため、音の厚 
みのある高 S / N の再生が可能になっています。また、ダイナ 
ミックレンジび広くセパレーシヨンに優れるなど緻密で雄大 
なサラウンドび特長です。 

DTS には ".1" または LFE チャンネルびあります。 

このチャンネルび入力されているとさは、サラウンドインジ 
ケーターの " LFE " び点打します。 （17 ページ参照） 


U ツスンモードを選択をする 


口 

口 

口 

口 

〇 
0 
〇 
0 
J 口 

f. 

〇 

〇 

〇 

〇 

: a 

〇 

0 

〇 

0 

: r* 

分 

〇 

〇 

〇 

〇 

日、 



女 

ご 





1 



|| 

口 

口 

口 

口 

口 

口 

1 
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マルチ コントロール 


©リモコンの MULTI CONTROL[A/v] ボタ 

"PL II Music "* 

Pro Logic II Music 

"PL II 。 

ンで U ッ スンモードを還び、 [ENTER] ボタ 

"PL II Game "* 

Pro Logic II Game 

"PL II 。 

ンを巧ず。 

"Pro Logic "* 

Pro Logic 

" PL " 


* サンプリング周波数び9日 kHz 信号の場合は選べませ 


- I ’ FR 日 NT SYSTEM " を選んでいるときは （14 ぺージ ん。 

参照 )、 "Stereo ( E 日)"のみ表示されます。 _ 

-"巳. 1 CH SYSTEM " を選ん軍いるときはし14ぺージ 乂ァレすの例 

参照)、"化 F . S . I’、"CLEAR VOiqE" またはで tere ^ EQ )" pT ； - 

を選んでいるときのみ-□-巴 ASS "、 TONE " の項目び r 

選べます。 


入カソースにより、次のように切り換わりまず。 


ドルビー デジタル 

Dolby Di 径 ital 信号び入力されているとき： 


义字表示部 

リツスンモード 

インジケーター 

"Dolby D " 

Dolby Digital 

"Dolby Digital " 

"PL II Movie " 

Pro Logic II Movie 

"Dolby Digital " 

"PL II 。 

"PL II Music " 

Pro Logic 11 Music 

"Dolby Digital " 

"PL II 。 

"PL II Game " 

Pro Logic II Game 

"Dolby Digital " 

"PL II 。 

"Pro Logic " 

Pro Logic 

"Dolby Digital " 
" PL 。 

" Stereo " 

ステレオ 

"Dolby Digital " 

"Stereo ( EQ )" 

ステレオ （EQ ON ) 

"Dolby Digital " 


ドルビーデジタル 

Dolby Digital の例 


Dolby Digital . DTS のとき、現在のスピーカー設定 
な上のチャンネル数を持つ信号び入力された場合は、 
自動的にダウン S キシング機能び働き、現在の設定に 
合わされます。 


サラウンドインジケーター 

選ばれているソースに記録されている音青信号 
チヤンネル数によって、 C-AXD7 のサラウンド 
インジケーターが点灯します。 


C - AXD 7 ( AX - D 7 システム） 



SURROUND 


DTS 信号が入力されているとを： 


义字表示部 

リツスンモード 

インジケーター 

" DTS " 

□TS 

" DTS " 

" Stereo " 

ステレオ 

" DTS " 

"Stereo ( EQ )" 

ステレオ (EQ ON ) 

" DTS " 

DTS の例 


をフ□ン I - B □ □ —ちフ□ント 


LFE 1- 

SL S SR 

左サラウンドー0 m □ —ちサラウンド 

I -サラウンド'2 

*1 LFE = Low Frequency Effects の略。このチヤン 
ネルは、サブウーファーに、指向性のない低周波数信 
号を送り、よ D 深みのある低音の音場効果を再現しま 
す。 

*2 サラウンド成分び1チヤンネルのとさに点灯します。 


Dolby Digital. DTSIU 列のデジタル信号また 
はアナ□グ信号び入力されているとき： 


文字表示部 

リツスンモード 

インジケーター 

" Stereo " 

ステレオ 

— 

"Stereo ( EQ )" 

ステレオ （EQ ON ) 

— 

"PL II Movie "* 

Pro Logic II Movie 

"PL II 。 


ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造され 
ていまず。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Lo 呂 ic 及びダブル D 
記号はドルビーラボラトリーズの商標です。 


「 DTS 」 及び 「DTS Digital 
Surround 」 はデジタルシアター 
システムズの登録商標です。 


戀 dti 

Digital Surround 
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巧障かな？と思った 6 


質量重量 


. バスレフ型 

160 mm コーン型 

. 6 n 

. 3已 W 

. 70 W 

..... 呂 3 d 巨/ W、Im 
3己 Hz 〜巳00 Hz 

. 幅 21巳 mm 

高さ3已〇 mm 
奥行342 mm 
.6.8 kg 


[電源部•その他] 

電源電圧-電源周波数 . AC 100ん已日 Hz / 60 Hz 

待機時消費電力 .0.07 WOT 

定格消費電力（電気巧品安全法に基づく表示） . 130 W 

最大外お寸法 . 幅 270 mm 

局さ101 mm 
奥行336 mm 

質量（重量） . 已 k 旨（正昧) 


スピーカー (CRS-W 70 0) 

ごを意：サランネットは取りがせません。 


[サラウンドスピーカー] 

システム . フルレンジスピーカー 

エンク□ージャー . バスレフ型 

スピーカーユニット . 70 mm コーン型 

定格インピーダンス . 8 n 

定格入力 . 3巳 W 

最大入力 . 70 W 

出力音圧レベル . 82 dB / W 、 1 m 

再生周波数特性 . 140 Hz ~ 20.000 Hz 

最大が形寸法 . 幅 8日 mm 

高さ180 mm 
奥行 85 mm 

質量（重量） . 日.已 k 呂 （1 台） 
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本製品は 「 J 吃 C 目1000 -3-2 適合品」でず。 

-これらの定格およびデヴインは、技術開発に伴い予告 
なく変更することびあります。 

-極端に寒い（水び凍るよラな）場所では十分な性能び 
発揮でさないことびあります。 


調子が悪いと故障と考えがちですが、サービスに依頼する前に、症状にあわせて一度チェックしてみて 
ください。 


症 巧 

巧 策 

電源が入らない。またはチャンネルが 
切り換わ5ない。 

-システムコント□ールコードを根元までしっかりと差し込んでくださ 
い。 

CHANNEL SELECTOR ポタンを押 
してもチャンネルが切り換わらない。 

- "SPEAKER MODE " の設定で"已 .1 CH SYSTEM " 選択時に Dolby Di 邑 ital や 
DTS 信号び入力されているとさは、このキーは働きません。 

スタンバイ表示ランプが赤色に点滅 
し、音が出ない。 

-スピーカーコードびシヨートしている。電源コードを掠いてスピーカー 
コードを接続し直してください。 

-内部的な不具合び発生したと考えられます。電源を切り、電源プラグを 
损いて修理をご依頼ください。 


定格 


メインアンプ （ M-AX 70 0) 

[オーディオ部] 

AX - D 7 とのシステム接続時 
4チャンネル動作時 
実用最大出力 

サラウンド . 2已 W + 2已 W ( J 曰 TA 、 8 0) 

センター . 2日 W ( J 曰 TA 、 8 Q ) 

ヴプウーファー . 35 W ( J 曰 TA 、 目 Q ) 

S/N 比 . 100 dB ( JE 1 TA ) 

全高調波ひずみ率 . 0.003% (1 kHz 、 low 、 6 0) 

2チャンネル動作時 
実巧最大出力 

ヴプウーファー . 50 W ( JEITA 、 目 Q ) 

センター . 4巳 W ( J 曰 TA 、 8 Q ) 

S/N 比 . 10已 dB ( JE 1 TA ) 

全高調波ひずみ率 ...... 0.0025% (1 kHz 、 19 W 、 6 0) 


[センタースピーカー] 

システム . フルレンジスピーカー 

防磁設計 （ JEITA 規格グレード。 

エンクロージャー . バスレフ型 

スピーカーユニット . 70 mm コーン型 

定格インピーダンス . 8 n 

定格入力 . 3巳 W 

最大入力 . 70 W 

出力音圧レベル . 84 dB / W 、 1 m 

再生周波数特性 . 130 Hz 〜20,000 Hz 

最大外形寸法 . 幅 250 mm 

局さ 85 mm 
奥行 8已 mm 

質量（重量） .0.7 kg 
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巧障とアフターサービス 


よくお読みください 


■ 出張修理/持込修理 

「出張修理」、「持込修理」のどちらが適用され 
るかは機種によって異なります。保卽書の記載 
をご確認ください。出張修理を依頼される時は、 
次のことをお知らせください。 

• 製品名 

• 製造番号 （Serial No.) 

♦ お買い上げ年月曰 
• 故障の症状（でさるだけ具体的に） 

• ご住所 

(ご近所の目印等ち併せてお知日せください） 

• お名前、電話番号、訪問ご希望曰 


■ 保証期間が過ぎているとをは 

保証期間が過ぎている時は、修理すれば使用でさ 

る場合には、ご希望により有料で修理させていた 

ださます。 

■修理料金の仕組み 

(有料修理の場合は、次の料金をいただ走ます） 

• 技術料：故障した製品を正常に修復ずるための 
料金です。技術者の人件費、技術教育費、 
測定機器等の設備費や、一般管理費な 
どが含まれていまず。 

♦ 部品代：修理に使巧した部品の巧金です。その 
他、修理に付帯する部材等を含む場合 
ちお0ます。 

♦ 出張料：製品のある場所へ技術者を派遣する場 
合の費用です。別途、駐車料金をいた 
だく場合があります。 

♦送料：郵便、宅配便などの料金です。保証期間 
巧に無償修理などを巧ラにあたって、お 
客様に負担していただ<場合びありまず。 


保証書（別途） 


製品には保詔書が添付されております。保詔書は、必ず「お 
買い上げ曰-販売店名」等の記入をお確かめの上、販売 
店から受け取っていたださ、内容をよくお読みの後、大 
切に保管してください。 


補修用性能部品の最低保有期間 


当社は、このステレオの補修用性能部品を、製造打ち切 
り後8年保有しておりまず。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために 
必要な部品です。 


保証期間 


保詔期間は、お買い上げの曰より]年間でず。 

電池や、一部の消耗部品の交換、ならびに落下、水没など、 
不適切なご使用による故障の場合は、保話斯間内でち有料と 
なります。詳しくは保班書をご覧ください。 


修理に関するご相談-ご不明な点は 


修理に関するご相談な5びにご不明な点は、お買い上げ 
の販売店または最寄りのケンウッドサービス窓□にお問 
い合わせ<ださい。（お問い合わせ先は、「ケンウッド全 
国サービス網」20ページ参照） 


修理を依巧されるとをは 


シリアル番号について 


システム商品の各機器にシリアル番号が付けられており 
まずび、保記書にはシステム管理巧として、別のシリア 
ル番号び印刷されています。 

付属の保証書で、お買い上げのシステム機器（基本シス 
テム）ずべての保話修理び受けられまず。 


r 故障かな？と思った5」に従って調べていたださ、なお異常びある時は、製品の使用を中止し、必ず電源プラグを巧いてから、お買い 
上げの販売店または最寄〇のケンウッドサービス窓□にお問い合わせください。 

この留品の故障-誤動作-不具合などによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の補償につさましては、当社は一切その責任 
を負いませんので、あ5かじめご了承ください。 


♦ お客様または第王者がテープ-ディスクなどへ記録された内容の損害 
♦ 録音-再生などお客様または第王者が製品利用の機会を逸したことによる損害 
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ケンウッドを国サービス網 


使いかたや製品に巧するお問合せは、カスタマーヴポートセンターをご利巧ください。 

修理などアフターヴービスについてのお申し込みは、お買い上げの販売店または最寄りのケンウッド 
ヴービス窓□にお申しつけください。 


(各サービス窓□の名称、所在地、電話番号は変更になることがありまずのでご了承<ださい） 2007 年 3月視な 


北海道 


札幌サービスセンター 


東化 


仙台サービスセンター 
盛岡サービスセンター 


さいた まサービスセンター 
干葉 サービスセンター 
横お サービスセンター 
新漏 サービスセンター 
目黒ヴービスセンター?5^ 


中部-甲州 


名ち屋サービスセンター 
静岡サービスセンター 
松本サービスセンター 
金おサービスセンター 


近畿•四国 


大阪サービスセンター 
高松サービスセンター 


面 007-0834 

札幌市東区化34条東1 4- 1 -23 

巧 (011)743-7740 

面 984-0042 
雨日 20-0 124 

仙台市若林区大和お日- 32-1 2(サンライズ大和1 F) 
盛岡市厨川4-已 -1 1 

a (022) 284-1171 
巧 (019) 646-231 1 


雨330 -08 日1 

さいたま市大宮区±手お1 -2(JA 共済埼玉ビル1 F) 

任 (048) 647-6818 

面の 7-0081 

柏市實里 1-2-1 

巧 (04) 71 63-1 441 

面22日-8巳2已 

横お市緑区白山 1-16-2 

巧 (04 巳） 939-6242 

面日加-0目23 

新漏市姥ヶ山 1- 巳-37 

a (025) 287-7736 

面1日 3-0042 

目黒区青票台 3-17-9 

a (03) 3477-5411 


面 462-0861 

名ち屋市北区辻本通 1-1 1 

a (052) 917-2550 

雨 420-081 6 

静岡市莫区皆谷5-日 1-1 

任 (0 巳 4) 262-8700 

雨 390-0832 

松本市南松本 2-7-30( 昭和ビル 2F) 

任 (02 日 3) 26-7331 

面日 20-0036 

金お市元菊町2 1-87 

巧 (07 日） 265-5045 

雨已 32-0034 

大阪市激II区野中化 2-1-22 

a (06) 6394-8075 

雨 760-0068 

高松市松島町 3-1 

な (087) 835-2413 


広島サービスセンター 


雨731 -0 137 広島市安佐南区山本1 -8-23 


な (082) 832.2210 


福岡サービスセンター 
鹿お島サービスセンター 
沖縄サービスセンター 


面81 5-0035 福岡市南区向野 2-8- 18 巧 (092) 已已1 -9755 

面 890-00 日3 鹿巧島市鴨池 2-1 已 -1 0(パレス鴨池1 F) 巧 (099) 251-6347 

雨日01ぶ1日1 浦添市西原 4-3 日-17術顺琉 2F 巧 (098) 874-弧10 


♦ ケンウッドサービス窓口営業時間のご案内： 

午前10時か5午後6時まで 

月曜日〜金曜日は駐日曜、祝日巧び当社休日を除く） 
カスタマーヴポートセンター 


※目黒サービスセンターは修理持込専用窓 
□となつております。 

電話でのお問合せはカスタマーヴポート 
センターへのお送にて承0ます。 


カスタマーサポートセンター 

ナビダイヤル a 0570-010-114 (—般電話-公衆電話からは、 

どこからでち市内通話料金でお問い合わせが可能でず) 
携帯電話、 PHS、IP 電話からのご利用は巧 （04 日）933-已133 
FAX (04 巳）933-已己53 
添22日-8已2己横お市緑区白山 1-16-2 


♦カスタマーヴポートセンター営業時間のご案内： 
月曜〜金曜午前9時30分から午後巨時 
±曜 午前9時30分か5午後12時、 

午後！時から午後已時30分 
(日曜、祝日及び当社休日を除く） 
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KENWOOD 

巧す会なブンウド 

干1 92-8 已2已東京都ノ、王子市石川町 2967-3 



















